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　中学3年生のころ、自分は何のために生きているのか

と問わずにはいられない時期が続きました。誰にも訪れ

る死への恐怖に目覚めたのがきっかけです。誰に聞いて

も的確な答えが返ってこないもどかしさから抜け出せない

でいる時に出合ったのが「デミアン」でした。導き手のデ

ミアンは、私の死の恐怖は自分が自分になる過程に起こ

ってくるものだと語りかけてくれました。

　答えは見つからないまま、高校、大学と、デミアンは人

生の区切りにいつもいました。第一次世界大戦が終わり、

ドイツの青年が目指すべき道を見失った1919年に書か

れたこの作品を、今ではすっかり忘れていたのは、私自身

がデミアンを生きるようになっていたからかもしれません。

　学生には、学んでいく上で読まなければならない本は、

読んでいないと会話にならないという怖さを知ってほしい

です。また読書は、自分の世界を見える世界と見えない

世界の両方において広げていってくれます。見える世界

だけの人間では寂しい限り。深く秘めたものが宿る人で

あってほしいと思います。
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　今、私たちの目の前にいる人々の中にも敬服に値す

る人は大勢いますし、現実からも多くを学べます。しかし、

本との出合いにより、私たちは驚くほど視野を広げるこ

とができます。自分が生きている今、ここは狭くて当然

ですが、読書はその制約を取り除いてくれます。異なる

時代、異なる地域、そして異なる考え方をする人間の生

き方を学ぶことができるのです。

　「竜馬がゆく」は、幕末の時代を生きた坂本竜馬が

夢を実現させるために見事な生き様を示します。自己の

置かれた状況を冷静に分析し、何をなすべきかを現実

的に考え、かつ行動する。空理空論ではなく、あくまでも

実践を通して時代を切り開く。それは、現代にあって私

自身があこがれる生き方に通じるものです。

　ある程度時間が自由になる学生時代には、貪欲に

本を読んでおいてほしいと思います。それも専門分野

以外の書物を勧めたいですね。幸いなことに私の場合、

専門が忙しくなる前の高校から大学にかけて、意地に

なったように貪り読んだ時期があったことで、その時の

読書が後日、生きてきたと感じています。

竜馬がゆく（1～8巻）
司馬遼太郎
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